
                         

                         

社 

頭 

所 

感 

天
祖
神
社
宮
司 

斎
藤
篤
信 

震
災
後
の
生
き
方(

心
を
癒
す) 

東
北
か
ら
未
来
を
学
ぶ
希
望
の
メ
ッ
セ
ー
ジ 

  

日
本
は
、
天
照
大
神
を
皇
室
の
守
り
神
と
し
て
「
古
事
記
」

の
時
代
よ
り
崇
め
ら
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
即
ち
太
陽
信
仰

で
す
。 

 

昨
年
の
大
震
災
は
、
天
災
で
あ
る
と
と
も
に
人
災
で
あ
り
、

そ
れ
以
上
に
文
明
災
だ
と
言
わ
れ
ま
す
。
日
本
人
は
昔
か
ら

地
、
水
、
火
、
風
を
重
ん
じ
て
来
ま
し
た
。
こ
れ
は
空
海
す

な
わ
ち
弘
法
大
師
の
教
え
で
す
。
植
物
も
動
物
も
す
べ
て
太

陽
の
力
で
支
え
ら
れ
生
き
て
ま
い
り
ま
し
た
。
即
ち
地
熱
発

電
、
水
力
発
電
、
火
力
発
電
、
風
力
発
電
、
こ
う
し
た
自
然

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
供
給
す
る
こ
と
な
の
で
す
。
こ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
問
題
は
、
科
学
技
術
と
共
存
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。 

 

今
、
私
達
は
自
然
の
恐
ろ
し
さ
を
知
り
傲
慢
の
文
明
を
反

省
し
て
、
自
然
の
恩
恵
に
感
謝
す
る
文
明
、
即
ち
日
本
人
の

素
晴
ら
し
い
文
化
と
歴
史
に
誇
り
を
持
っ
て
、
先
祖
達
が
残

し
た
日
本
魂
を
大
切
に
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。 

 

他
者
を
信
じ
る
美
し
い
心
を
取
り
戻
し
、
力
強
く
生
き
て

行
き
た
い
も
の
と
存
じ
ま
す
。
そ
し
て
災
害
に
遭
っ
た
多
く

の
人
々
に
希
望
の
光
を
少
し
で
も
与
え
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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上神明 
 



厳
修
裡
に
執
り
行
わ
れ
た
初
午
祭 

  

二
月
三
日(

十
一
時)

当
社 

稲
荷
社
の
初
午
祭
が
執
り
行

な
わ
れ
ま
し
た
。 

 

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
大
勢
の
参
列
者
が
ご
参
列
下
さ

い
ま
し
た
。 

 

今
年
も
直
会
終
了
後
、
西
沢
社
中
の
皆
様 

井
村
明
子
様
、

平
澤
ゆ
り
子
様
、
柵
木
ヒ
サ
様
に
よ
る
抹
茶(

呈
茶)

の
接
待

が
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

          

建
国
記
念
祭 

厳
粛
に
斎
行
す 

 

二
月
十
一
日(

十
一
時)

よ
り
建
国
記
念
祭
を
厳
粛
に
ご
奉

仕
い
た
し
ま
し
た
。 

当
日
は
職
員
一
同
参
列
し
儀
式
の
後
、
橿
原

か
し
は
ら

神
宮
を
遙
拝

し
、
君
が
代
斉
唱
の
後
、
紀
元
節
を
斉
唱
し
、
め
で
た
く
終

了
い
た
し
ま
し
た
。 

 

祈
年
祭 

執
行
す 

 

二
月
十
七
日 

祈
年
祭
「
と
し
ご
い
の
ま
つ
り
」
が
職
員
一

同
参
列
の
も
と
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

今
年
も
大
神
様
の
み
恵
み
を
い
た
だ
き
、
豊
か
な
実
り
と

万
の
人
々
の
健
康
と
生
業
の
繁
栄
を
お
祈
願
申
し
上
げ
ま
し

た
。 

                   

     

 
 
 

            

平
成
二
十
三
年
度
分 

崇
敬
会
費
ご
納
入
の
お
願
い 

 
 

三
月
早
々
平
成
二
十
三
年
度
分
天
祖
神
社
崇
敬
会
費
の

ご
納
入
の
お
願
い
に
参
上
い
た
し
ま
す
。 

 

出
費
多
端
の
折
柄
、
誠
に
恐
縮
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

そ
の
節
は
よ
ろ
し
く
ご
協
力
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
訪
問
者
は
二
葉
四
丁
目
在
住
の
岡
保
幸
様
が
神
社
事

務
員
と
し
て
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

 

弁
財
天
祭
り
の
ご
案
内 

 

四
月
八
日(

日)

十
一
時
よ
り
弁
財
天
の
例
祭
が
執
り
行

わ
れ
ま
す
。 

当
社
の
弁
財
天
は
、
霊
験
あ
ら
た
か
な
神
様
と
し
て
広

く
崇
敬
さ
れ
、
参
拝
な
さ
れ
る
方
が
遠
方
よ
り
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
。 

当
日
は
自
由
参
拝
で
す
。
式
典
後
は
甘
酒
の
接
待
が
ご

ざ
い
ま
す
。 

生
命
の
言
葉(

三
月) 

 

つ
ま
づ
い
た
っ
て
い
い
じ
ゃ
な
い
か 

に
ん
げ
ん
な
ん
だ
も
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

あ
い
だ
み
つ
を 

 
人
間
は
失
敗
す
る
。
そ
の
能
力
に
限
り
が
あ
る
か
ら

で
あ
る
。
ま
た
、
人
間
は
挫
折
す
る
。
夢
や
あ
こ
が
れ

を
抱
く
存
在
だ
か
ら
で
あ
る
。 

 

失
敗
も
挫
折
も
、
そ
れ
が
人
間
で
あ
る
証
と
思
い
乗

り
越
え
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『
に
ん
げ
ん
だ
も
の
』 

 

相
田
み
つ
を(

あ
い
だ
み
つ
を) 

 

一
九
二
四
～
一
九
九
一
年 

書
家
、
詩
人 

栃
木
県
足
利
市
出
身
、
十
代
の
頃
か
ら
詩
と
書
を
学
び
、

在
家
の
ま
ま
仏
法
を
修
め
な
が
ら
自
分
だ
け
の
詩
と
書

を
追
求
し
独
自
の
境
地
を
切
り
開
い
た
。 

人
間
の
弱
さ
や
過
ち
を
包
み
込
ん
で
元
気
づ
け
る
よ
う

な
心
温
ま
る
作
品
を
多
く
残
し
て
い
る
。 

大
勢
の
子
供
達
で
に
ぎ
わ
っ
た
節
分
祭 

 
 

二
月
三
日 

午
後
六
時
よ
り
節
分
祭
の
豆
ま
き
の
行
事

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
大
勢
の
子
供
達
が
参
列
下
さ

い
ま
し
た
。
式
典
の
中
で
今
年
よ
り
浦
安
の
舞
が
奉
奏
さ

れ
一
同
、
玉
串
礼
を
行
い
ま
し
た
。 

 

式
典
後
は
恒
例
の
赤
鬼
、
青
鬼
が
現
れ
豆
ま
き
が
、
い

と
も
に
ぎ
や
か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

月  

次  

祭 
 

当
社
で
は
毎
月
一
日
午
前
七
時
よ
り
、
そ
の
月
の
氏
子

の
皆
様
の
家
内
安
全
を
祈
る
月
次
祭
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
当
日
は
御
神
前
に
て
祭
儀
を
厳
修
し
参
列
者
一
同
で

「
大
祓
詞
」
を
奉
唱
し
、
次
い
で
社
務
所
に
て
「
朝
粥
」

を
食
し
歓
談
い
た
し
ま
す
。 

★
二
月
一
日
に
参
列
な
さ
っ
た
方
々
の
ご
芳
名 

 

矢
羽
直
公
様
、
金
子
省
太
郎
様
、
柵
木
ヒ
サ
様
、 

井
渕
良
子
様
、
高
須
み
ち
よ
様
、
冨
田
登
美
子
様
、 

吉
川
ト
ミ
様 

 



平
成
二
十
四
年
歳
旦
祭
ご
奉
納
者
御
芳
名 

(

敬
称
略
・
順
不
同) 

<

金 
一 
封> 

大
山 
忠
一 

 

平
林 

 

茂 
 

安
西 

政
男 

松
井 

清
一 

 
石
川 

幸
子 

 

佐
藤 

伸
一 

髙
橋 

友
一 

 
昆 

 

良
子 

 

山
田 

寿
雄 

草
柳 

洋
一 

 

髙
瀬 
照
男 

 

土
屋
富
美
子 

千
葉 

雅
雄 

 

本
橋 

 
武 

 

山
田 

孝
子 

小
宮 

幸
雄 

 

野
秋 

 

清 
 

原 
 

昭
夫 

上
村 

和
雄 

 

平
澤 

 

真 
 

川
井
工
務
店 

根
本 

忠
良 

 

新
井 

賢
治 

 

小
澤 
邦
彦 

小
林 

政
敏 

 

阿
部 

林
野 

 

青
木 

雪
子 

櫻
井 

崇
博 

 

森
谷 

辰
雄 

 

平
田 

秀
樹 

温
井 

賢
伸 

 

塚
田 

正
實 

 

金
子 

恒
治 

井
渕 

良
子 

 

髙
橋
由
美
子 

 

吉
田
工
務
店 

森
谷 

智
行 

 

湯
浅 

陽
子 

 

武
藤 

 

章 

遠
藤 

 

正 
 

内
村 

光
子 

 

今
井 

康
雄 

矢
羽 

直
公 

 

石
橋 

良
一 

 

鈴
木 

勝
美 

金
子
省
太
郎 

 

佐
野 

信
勝 

 

上
村 

幸
子 

磯 
 

昭
夫 

 

勝
見 

修
子 

 

望
月 

昭
廣 

蛭
間 

 

勲 
 

勝
見
佐
知
子 
 

海
野 

雅
美 

髙
須
み
ち
よ 

 

栗
田 

恵
造 

 

栗
原 

功
明 

佐
藤 

武
利 

 

伊
勢
元
酒
店 

 

清
水 

庄
司 

鈴
木 

吉
和 
 

谷
川 

 

寛 
 

木
下 

晃
一 

川
島 

忠
雄 

 

西
澤 

完
治 

 

関
根
さ
な
江 

太
田 
 

明 
 

冨
田
登
美
子 

 

太
田 

絹
江 

小
池 

博
保 

 

吉
田 

吉
末 

 

島
田 

一
憲 

武
藤
代
志
子 

 

林 
 

哲
嗣 

 

成
尾
美
和
子 

 

<

御
神
酒> 

 

市
原 

勝
祐 

 

大 

橋 

屋 

川
瀬 

次
夫 

 

幸
田
與
志
郎 

尾
内 

正
行 

 

石
橋 

良
一 

幸
田
與
志
郎 

 

菅
野
ゆ
り
子 

笹
本
三
樹
雄 

 

古
舘 

秀
也 

屋
形 

百
松 

 

佐
藤 

慶
子 

石
毛 

 

潔 
 

望
月
美
津
穂 

青
柳 

富
子 

新
堀 

和
哉 

 
<

御
神
米> 

 

小
宮 
 

進 
 

西
沢 

完
治 

東 
 
 

亨 
 

古
館 

秀
也 

              

                           

  

東
日
本
大
震
災
復
興
祈
願
祭
斎
行 

 

来
る
三
月
十
一
日
は
、
東
日
本
大
震
災
の
発
生
よ
り
一

年
が
経
過
し
ま
す
。
然
し
な
が
ら
、
未
曾
有
の
大
災
害
の

影
響
は
深
刻
で
あ
り
ま
す
。 

 

つ
き
ま
し
て
は
、
神
社
界
一
丸
と
な
り
被
災
地
の
一
日

も
早
い
復
興
と
被
災
さ
れ
た
す
べ
て
の
人
々
に
一
日
も
早

い
平
安
が
訪
れ
る
事
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
当
社
で
は

当
日
午
前
十
時
よ
り
儀
式
を
執
り
行
い
た
い
と
存
じ
ま
す

の
で
、
皆
様
方
に
は
是
非
ご
参
列
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
お

待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

宮 

司 

神
道
は
精
神
の
故
郷 

 

現
状
突
破
の
教
え 

 
 
 

甦
り(

よ
み
が
え
り) 

  

厳
し
い
人
生
の
試
練
に
直
面
し
た
き
、
日
本
人
は
「
裸

に
な
っ
て
出
直
す
」「
一
か
ら
出
直
す
」「
生
ま
れ
変
わ
っ

て
出
直
す
」
あ
る
い
は
「
死
ん
だ
つ
も
り
で
や
っ
て
み
る
」

「
死
ぬ
気
で
や
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
は
な
い
」
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
言
葉
で
自
分
を
励
ま
し
、
現
状
を
打
開
し
た
り
、

再
出
発
し
よ
う
と
努
力
し
ま
す
。 

 

こ
れ
は
今
ま
で
の
自
分
を
捨
て
て
新
し
い
自
分
と
な
っ

て
再
出
発
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
新
し
い
生

命
を

甦
よ
み
が
え

ら
せ
、
活
力
を
得
て
人
生
を
も
う
一
度
や
り
直

す
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
甦
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
の
魂
や

生
命
力
は
永
遠
に
生
き
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
神
様
と

と
も
に
人
も
自
然
も
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
毎
年
新
し
く
甦

る
の
で
す
。
絶
え
ざ
る
甦
り
に
よ
っ
て
、
そ
の
生
命
は
永

遠
に
維
持
さ
れ
て
行
き
、
神
祭
り
、
年
中
行
事
、
人
生
儀

礼
、
二
十
年
ご
と
に
繰
り
返
さ
れ
る
伊
勢
神
宮
の
遷
宮
祭

も
、
永
遠
の
生
命
を
維
持
す
る
た
め
の
甦
り
の
お
祭
り
な

の
で
す
。 

 

「
甦
り
思
想
」
は
、
自
然
を
大
切
に
し
、
畏
怖
し
て
生

き
て
き
た
私
た
ち
の
祖
先
が
、
草
木
が
古
い
葉
を
落
と
し

て
新
し
い
芽め

を
吹
く
と
い
う
自
然
の
摂
理
、
あ
る
い
は
リ

ズ
ム
を
感
得
し
て
誕
生
さ
せ
た
日
本
人
の
す
ば
ら
し
い
生

命
観
で
あ
る
の
で
す
。 



平
成
二
十
四
年
初
午
祭
奉
納
者
ご
芳
名 

(

敬
称
略
・
順
不
同) 

<

金
一
封> 

 
 
 
 
 
 
 
 

市 

川 

和 

子 

大 

山 
忠 

一 
 
 
 
 

尾 

内 

正 

行 

草 

柳 
洋 
一 

 
 
 
 

大 

野 

由
美
子 

髙 

橋 

友 
一 

 
 
 
 

越 
 
 
 
 

路 

金 

子 

恒 

治 
 
 
 
 
 

幸 

田 

與
志
郎 

 
 
 
<

御
神
米> 

成 

尾 

美
和
子 

 
 
 
 

今 

井 

精 

米 

店 

鳥 

居 

啓 

子 

上 

村 

幸 

子        <

御
神
酒> 

武 

藤 

代
志
子 

 
 
 
 

伊 

勢 
元 
酒 

店 

井 

村 

明 

子 
 
 
 
 

幸 

田 

與
志
郎 

平 

田 

秀 

樹 
 
 
 
 

菅 

野 

ゆ
り
子 

温 

井 

賢 

伸 
 
 
 
 

佐 

藤 

慶 

子 

遠 

藤 
 
 

正 

桜 

井 

崇 

博 
 
 
 
<

玉 

子> 

平 

澤 

ゆ
り
子 

 
 
 
 

金 

子 

恒 

治 

湯 

浅 

陽 

子 

海 

野 

雅 

美 
 
 
 
<

御
菓
子> 

平 

澤 

晴 

雄 
 
 
 
 

平 

田 

貴 

子 

井 

渕 

良 

子 
 
 
 
 

鳥 

居 

啓 

子 

桜 

井 
 
 

卓 
 
 
 
 

斎 

藤 

恭 

子 

佐 

藤 

武 

利 
 
 
 
 

斎 

藤 

朋 

子 

小 

宮 

幸 

雄 
 
 
 
 

昆 
 
 

良 

子 

鈴 

木 

吉 

和 

薗 

部 

万
亀
雄 

内 

村 

光 

子 

青 

木 

雪 

子 

川 

瀬 

次 

夫 

本 

橋 

美
智
子 

島 

田 

一 

憲 

野 

秋 
 
 

清 

お 

く 

る 

心 

 
 

本 

当 

の 

贈 

り 

物 

 

む
か
し
人
々
の
く
ら
し
を
ひ
た
す
ら
支
え
て
い
た
の
は
、

つ
き
あ
い

・

・

・

・

と
い
う
生
活
行
動
で
し
た
。
自
分
や
家
族
が
生
き

て
い
く
た
め
に
は
、
隣
近
所
が
仲
間
に
な
っ
て
部
落
ぐ
る
み

で
外
敵
や
自
然
と
た
た
か
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

し
て
豊
穣
を
喜
び
あ
い
、
悲
し
み
を
慰
め
あ
っ
て
く
ら
し
て

き
た
の
で
す
。 

 

庭
に
美
し
い
花
が
咲
い
た
ら
、
そ
の
ひ
と
枝
を
折
り
、
和

紙
に
包
ん
で
贈
り
、
ご
馳
走
を
つ
く
れ
ば
隣
近
所
に
少
し
ず

つ
「
お
す
そ
わ
け
」
す
る
。
か
つ
て
古
い
日
本
に
あ
っ
た
そ

ん
な
お
つ
き
あ
い
や
心
の
ふ
れ
あ
い
の
機
会
は
、
今
一
層
必

要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 
和
紙
に
包
ん
だ
ひ
と
枝
の
花
や
お
す
そ
わ
け
、
こ
れ
こ
そ

本
当
の
贈
り
物
の
原
形
と
云
え
ま
し
ょ
う
。 

 

贈
り
も
の
は
、
人
々
の
感
謝
の
気
持
を
品
物
や
お
金
に
替

え
て
相
手
に
伝
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
相
手
の
喜

び
を
自
分
の
喜
び
と
し
、
相
手
の
悲
し
み
を
自
分
の
悲
し
み

と
す
る
気
持
の
あ
ら
わ
れ
で
も
あ
り
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な 

〝
お
く
る
心
〟 
は
、
む
か
し
も
今
も
私
た

ち
の
く
ら
し
の
中
に
生
き
つ
づ
け
て
い
る
の
で
す
。 

    

能
面
二
面
の
寄
贈 

  

氏
子
総
代
並
豊
六
丁
目
町
会
長
小
宮
幸
雄
様
よ
り
、
能
面

二
面
の
寄
贈
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
小
宮
様
の
師
匠 

田
島
満
春 

先
生
の
作
で
「
小
面

こ
お
も
て

」「
孫ま

ご

次
郎

じ
ろ
う

」
の
二
つ
の
作
品
で
す
。 

 

社
務
所
に
飾
り
大
切
に
保
管
い
た
す
所
存
で
す
。 

 

す
べ
て
が
好
転
す
る 

 
 
 
 
 

生
き
る
習
慣 

 

東
日
本
大
震
災
の
悲
し
み
や
原
発
事
故
に
対
す
る
不
安
の

現
実
の
な
か
で
生
き
る
私
達
は
、
特
に
、
高
齢
者
の
方
々
は

今
の
仕
事
や
人
生
に
弱
気
と
な
り
ス
ト
レ
ス
か
ら
逃
げ
ら
れ

ず
全
て
が
消
極
的
と
な
り
卑
屈
に
な
り
が
ち
に
く
ら
し
て
お

り
ま
す
。 

 

そ
ん
な
と
き
私
達
は
、
人
生
は
最
後
ま
で
修
行
と
心
得
て
、

過
去
を
振
り
返
ら
ず
未
来
を
見
据
え
て
明
る
く
働
い
て
ま
い

り
た
い
も
の
で
す
。
そ
の
時
、
人
は
一
層
輝
き
人
生
の
転
機

を
迎
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

人
に
は
、
ど
ん
な
人
に
も
、
一
人
ひ
と
り
最
後
ま
で
貴
重

な
働
き
が
あ
る
も
の
な
の
で
す
。 

       

駐
車
場
空
あ
り
ま
す 

〒
一
四
二
―
○
○
四
三 

東
京
都
品
川
区
二
葉
四
―
四
―
十
二 

天
祖
神
社
々
務
所 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

○
三(

三
七
八
二)

一
七
一
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

○
三(

三
七
八
二)

一
七
一
一 


